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議会のうごき

　12月2日から10日間の会期で、
12月定例会を開きました。補正予
算7件（追加議案を含む）、条例
15件、人事4件、その他6件を審議
し、すべて原案のとおり可決・承
認しました。12月10日の一般質問
には、議員4人が登壇しました。
　また、「議会活性化検討会」を
立ち上げ、定数と報酬のあり方や
議員のなり手不足対策に着手しま
した。

笑顔を届けて 22年
　おはなしの会「しゃぼんだま」

キラリ
美郷

vol.80

おはなしの会
「しゃぼんだま」

　おはなしの会「しゃぼんだま」は、旧千畑町の地域読み聞かせ
ボランティアとして、平成15年11月に発足しました。
　現在の会員は、40代から80代までの女性10人。チームワー
クが良く、何かをやろうと声をかければすぐに集まってくれます。
今回の発表会で使ったペープサート（紙人形）も、皆で手作りし
たものです。
　北ふれあい館をメインに、児童クラブや千畑小学校、なかよ
し園で活動しています。原動力となっているのは、聞いてくれる
子どもたちの豊かな反応です。食い入るようなまなざし、笑い
声、思わず口をついて出る言葉を糧にして、ここまで歩んでくる
ことができました。
　デジタル化が進んだ世の中ですが、子どもたちは読んでもら
うことが好きだということを感じます。「しゃぼんだま」での体験
が、本を手に取って読んでみたいという心の成長につながって
くれたら、とても嬉しく思います。

代表の佐藤睦子さんに
お話をうかがいました。

一緒に活動してくれるメンバーを募集しています
毎月第２土曜日午前10時より、北ふれあい館にて活動

問い合わせ 電話 0187-84-4915（美郷町公民館）

議会運営委員会の様子議会運営委員会の様子

佐藤睦子さんの読み聞かせ佐藤睦子さんの読み聞かせ 三びきのやぎのがらがらどん三びきのやぎのがらがらどん クリスマスのお話にはコーラスもクリスマスのお話にはコーラスも



定例会
（12月）

定例会
（12月）

　12月定例会で上程された各
会計の補正予算を可決しました。
　一般会計に計上された主な
事業は、猟友会活動強化事業
補助金（100万円）、酒蔵等原
料米高騰支援事業補助金の単価
増額（３㌻上段）、六郷のカマ
クラ行事に関連する事業（３㌻
中段）、役場本庁舎１階事務室
のレイアウト変更事業（270万円）など。名水市場湧太郎・六郷温泉あったか
山・学友館の設備等の更新と工事に関わる費用も計上されました。
　追加議案では、一般会計に、子育て世帯への物価高対応子育て応援手当
（3976万円）、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した事業
（２㌻下段）が計上されました。

　国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用した事業（総額
9694万円）が計上されました。

予算 猟友会の活動強化への補助金などを可決

予算 国の臨時交付金を活用し物価高騰に対応

令和 7 年度 補正予算（追加議案を含む）
会計名 補正総額 補正後累計

一 般 会 計 1億9899万円 133億5317万円

国民健康保険特別会計 ▲2692万円 20億9444万円

下水道事業特別会計 110万円 2億5136万円

後期高齢者医療特別会計 2904万円 2億9415万円

水道事業会計 収益的支出 167万円 3億8258万円

暮らし・建設

暮らし・建設

商 工 観 光

商 工 観 光

農 業

教 育 文 化

行財政全般

子 育 て

福 祉 健 康

※�事業の内容や申請の方法等については、広報美郷、町ホームページ、町公式
LINE等でご確認ください。

事業名 目　的

生
活
者
支
援

生活支援緊急助成事業
生活支援券事業

食料品等物価高騰、灯油価格の高騰の影響への
支援

学校給食費無償化事業
学校給食費を負担する小中学校児童生徒の保護
者の支援

事
業
者
支
援

社会福祉施設等物価高騰対策
支援事業

障害者支援施設と介護保険施設の食材料費・光
熱水費等への助成

施設園芸等燃油支援事業
燃油の価格高騰の影響を受けている施設園芸農
家等の支援

酪農経営安定対策事業
肉用牛畜産経営安定対策事業

飼料の価格高騰の影響を受けている酪農・畜産
経営体の支援

運送事業者等エネルギー価格
高騰支援事業

エネルギー価格高騰の影響を受けている運送業
者等の支援

【エアコン購入助成】
　夏に実施された「熱中症予防・省エネエアコン購入支援事業
費補助金」が大きな減額補正となった理由を問う質疑に対して
は、「利用実績の参考とした自治体が県北地域だった。元々の
設置率に違いがあったことも可能性として考えられる」という
答弁がありました。
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定例会
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予算 カマクラ展示コーナー設置、竹うちには防御壁

商 工 観 光

教 育 文 化

定例会
（12月）

定例会
（12月）

　日本酒・味噌等を製造して
いる事業者に支給する「酒蔵
等原料米高騰支援事業補助
金」の単価が１俵あたり2000
円から6000円に増額されま
す。
　「補助は美郷町産のみに限
定されているのか」という質
疑に対しては、「どこの産地
であっても補助対象とする」と
いう答弁がありました。

　指定管理者が管理する施設は次のとおり。
　指定の期間は令和８年４月１日から令和11年３月31日まで。

予算 高騰酒米の補助金単価を増額

指定 ４団体を26施設の管理者として指定

商 工 観 光

湧太郎のカマクラ展示コーナー

竹うち
南軍総大将
高
たか

山
やま

倫
のり

一
かず

さん

（赤城）

まちの声

町内で栽培された酒米「美郷錦」

行財政全般
あきた美郷づくり株式会社

千畑温泉サン・アール、千畑温水プール・テニスコート、六郷温泉あったか山、
湯とぴあ雁の里温泉、山本公園キャンプ場、宿泊交流館ワクアス、
手づくり工房湧子ちゃん、ニテコ名水庵、清水の学習・案内所、名水市場湧太郎など

特定非営利活動法人みさぽーと
住民活動センター、美郷町歴史民俗資料館、屋内スポーツ館

美郷町あったか山直売所運営協議会 株式会社美郷の大地
美郷町あったか山直売所 美郷町アクティセンター、堆肥センター

　名水市場湧太郎に「六郷のカマクラ行
事」の展示コーナーを設置する事業費
（12万円）が計上されました。
　また、竹うちの実施会場と観覧席と
の間に防御壁を設置する事業費（68万
円）が計上されました。

　竹うちは、双方打ち合う合戦で
すから、必ず動きます。観覧席ま
で寄ってしまう危険な場面が多々
あります。そのための防御壁を設
けることは、以前から考えていま
した。まだまだ改善点があります
が、安全第一で観覧できる対策を
していかなくてはと思います。
　若い人も参加して、行事を継承
していくことを望みます。

50%精米 玄 米
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定例会
（12月）

　陳情は６件を審査し、そのうち５件を採択、関係機関に意見書を提出しました。
【採択】
陳情第１号：�夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現のため国に

意見書提出を求める陳情
陳情第２号：�ケア労働者の処遇改善のため、報酬10%以上引き上げを求め国

に意見書提出を求める陳情
陳情第３号：�「介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める」国

への意見書提出を求める陳情書
陳情第４号：�最高裁判決に基づきすべての生活保護利用者に対する速やかな被

害回復措置を求める国への意見書提出の陳情書
陳情第５号：�「小・中学校給食費の完全無償化」のため、秋田県へ財政支援を

求める意見書提出の陳情
【不採択】
陳情第６号：�インボイス制度の廃止をめざし、事業者の負担を軽減する経過措

置を継続するよう求める意見書を国に送付することを求める陳情

陳情 介護従事者の処遇改善を求める陳情などを採択

暮らし・建設

商 工 観 光

行財政全般

議　会　メ　モ

  条例  
・�美郷町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例
・�美郷町宿泊施設の料金改定等に伴う関係条例の整
備に関する条例
・�公共施設の管理運営体制の見直しに伴う関係条例
の整備に関する条例
・�行政手続きにおける特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改
正
・�美郷町農業委員会の委員の定数に関する条例の一
部改正（17人から16人に変更）

  人事  
【固定資産評価審査委員会委員の選任に同意】
　�檜森吉裕氏（再任）、熊谷弘幸氏（再任）
　鈴屋和基氏（新任）
【教育委員会委員の選任に同意】
　東海林貴之氏（新任）

   その他  
・�鑓田南谷地地区農地集積加速化基盤整備事業の実
施による字区域の変更
・�美郷町過疎地域持続的発展計画の令和８年度から
の次期計画を制定

12月定例会の掲載記事以外の議案等（主なものを抜粋）

福 祉 健 康

【高橋純議員】本町産業を足元から支えている中小企業や個人
事業者を守り、支援するためにも採択すべきものと考える。討　論

採決結果　 第12回議会定例会（12/11）
採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。

◎�陳情第６号　� ○：賛成　●：反対
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議
決
結
果議員名

高
橋
　
　
純

髙
橋
　
正
和

熊
谷
　
良
夫

澁
谷
　
俊
二

松
田
　
信
義

村
田
　
　
薫

長
谷
川
幸
子

森
元
　
淑
雄

鈴
木
　
正
洋

髙
山
　
茂
雄

深
沢
　
義
一

深
澤
　
　
均

高
橋
　
邦
武

〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択
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議員   小中学校の給食費無償化に、
直ちに踏み切るべきではないか。
町長  各種施策の見直しや歳入増加
について模索し、当初予算編成に臨
んでおり、給食費無償化を令和８年
度から実施する方向で考えている。

議員   子育て支援拠点施設を整備し
ている町中央公園エリアに設置する
彫刻作品に関して、将来に向けた愛
郷心の醸成のため、子どもたちの思
いや意見を作品に反映させることは
できないか。
町長  制作プロセスに子どもたちが
直接関わることは難しいが、作品メ
ンテナンス活動や子ども向け造形
ワークショップの実施を企画していく。

議員   歩行者の安全確保と車両速度
の低下を目的として、交差点の4方
向全てを一時停止とするか、円形交
差点の設置を検討してはどうか。
町長  道路規格がほぼ同じ交差点で
あり、車の優先順位の混乱が想像さ
れるため、町として全方向の一時停
止を県公安委員会に要望することは
考えていない。
　また、円形交差点の設置は過去に
検討した。逆走による事故が発生す
る恐れがあること、広大な用地が必
要であること、水防倉庫の移転が必
要となることから、円形交差点への
改良も考えていない。

議員   雁の里山本公園キャンプ場
は、チェックアウト時刻が早すぎる
ことや、テント脇にタープを張るだ
けで追加料金が発生する点など、営
業内容の見直しが必要ではないか。
町長  利用時間と料金を定めている
条例の改正案を、３月の議会定例会
に提案する。チェックアウト時刻を
午前10時、チェックイン時刻を午
前10時30分とし、タープ１張まで
はテント１張分の料金に含める方向
で検討している。　

議員   野外レジャー施設においても、
電気柵を設置するなど、クマ対策が
必要ではないか。
町長  雁の里山本公園キャンプ場は
有料施設であることからも必要性を
感じるが、オートキャンプ場などが
あり、電気柵の設置は難しい。周辺
でのクマ出没情報を管理棟に掲示し、
状況を把握しやすいようにする。

議員   カヌーを楽しめる仏沢ため池
に、水上自転車を導入してはどうか。
「陸上でも水上でも自転車が楽しめ
る町」という物語性を打ち出せる。
町長  水上自転車は、格納に広いス
ペースを必要とし、運搬に人手がか
かることなどの課題があるため、現
時点での導入は考えていない。まず
はカヌー・カヤックの普及促進に力
を入れていく。

一般質問
（12月定例会）

一般質問
（12月定例会）

高
たか

橋
はし

純
じゅん

議員

鈴
すず

木
き

正
まさ

洋
ひろ

議員

令和８年度から実施する方向

学校給食費の
完全無償化を

問

雁の里キャンプ場の
営業内容の見直しを

問

答

条例を見直し、3月議会に提案答

中学校南側交差点の安全対策を

野外芸術に次世代の視点反映を

野外レジャー施設のクマ対策は

美郷中学校付近交差点の状況

現
在
は
タ
ー
プ
を

張
る
と
料
金
追
加

商 工 観 光

【他の質問】
・�学校における合理的
配慮

仏沢ため池に水上自転車を

円形交差点の
イメージ図

暮らし・建設

教 育 文 化
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議員   施工中の分譲地が選ばれる魅
力や優位性は何か。移住・定住の促
進が基本方針であり、町内・県内・
首都圏からの数値目標と販売戦略を
立てて取り組んではどうか。
町長  豊かな水環境や歴史・伝統文
化のほか、半径500ｍ以内の医療機
関やスーパー・ドラッグストア、１
㎞以内のこども園や小中学校が、立
地の優位性となる。
　県事業や県人会とも連携し、県内
外を問わず、子育て世代を中心に、
充分にＰＲしていく。

　地域別数値目標は考えていない。
令和８年夏頃までの工事完了後、直
ちに分譲を開始したい。　　

議員   町民に親しまれている大切な
公園から、ほとんどの樹木を伐採し
た理由は何か。公園の機能回復と役
割はどう考えているのか。
町長  大雨時の流下水量の抑制と地
下水涵養機能にもなる浸透型タンク
「ジオプール槽」を地下に埋設し
た。工事の支障と根の伸長によるジ
オプール槽への影響、分譲地への配
電線への支障懸念から伐採とした。
　今後の機能回復は、支障に至らな
い低木の植栽と公園緑地の再整備を
考えている。樹種選定は地元の意見
をできるだけ反映させたい。
　建設中の子ども子育て支援拠点施
設、芝生広場のある中央公園とは
違った空間として、もう一つの広場
的役割を担うことになる。

議員   地元猟友会（鳥獣被害対策実
施隊員）の高齢化が進んでいる。若
い人が狩猟免許を取得し、継続して
活動できる環境づくりが必要だ。年
報酬や費用弁償の見直しをするべき
ではないか。
町長  クマの出没件数や捕獲頭数が
増加していることに比例して、鳥獣
被害対策実施隊隊員の出役も多く
なっているため、令和８年度に向け
て年報酬の見直しを検討する。

　また、業務に用いる弾薬等の価格
も上昇しているので、費用弁償につ
いても見直しを検討する。
　有害鳥獣の捕獲に従事する狩猟者
の確保を目的に、猟銃の所持や狩猟
免許の取得を支援しているが、令和
８年度からの支援の拡充を検討して
いる。

議員   感震ブレーカーは、地震の揺
れを感知して自動で電気を遮断する
装置であり、建物からの火災発生を
防ぐことができる。設置への助成を
行うべきではないか。
町長  感震ブレーカーの認知度向上
と普及を推進していくことが必要と
認識している。町としては避難所の
スフィア基準順守と合わせ、令和８
年３月に地域防災計画を改定したい
と考えている。必要な手続きを経な
がら、令和８年度からの補助制度の
導入を検討していく。

一般質問
（12月定例会）

一般質問
（12月定例会）

松
まつ

田
た

信
のぶ

義
よし

議員

長
は

谷
せ

川
がわ

幸
ゆき

子
こ

議員

令和８年度に向けて検討

旧わくわく園跡地の
販売戦略は

問

鳥獣被害対策実施隊の
報酬の見直しを

問

立地の優位性を充分にPR答

答

安楽寺児童公園の機能回復は

感震ブレーカー設置への助成を
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スフィア基準とは
　災害や紛争時に被災者
が「尊厳ある生活」を営む
ための「国際的な人道支
援の最低基準」

令和７年度鳥獣被害対策実施隊出役回数

商 工 観 光

暮らし・建設

暮らし・建設
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問１  議会に関心がありますか？
　　　①　関心がある
　　　②　どちらかといえば関心がある
　　　③　どちらかといえば関心がない
　　　④　関心がない

問２  議会を傍聴したことがありますか？
　　　①　１回
　　　②　２回
　　　③　３回目以上
　　　④　ない

問３  �みさと議会だよりの内容は 
どうでしたか？

　　　①　満足
　　　②　ほぼ満足
　　　③　やや不満足
　　　④　不満足

問４  �議会の情報を次の方法で発信していま
すが、内容はどうでしたか？ 
Ａ～Ｄについて、それぞれ回答をお願
いします。

　　　Ａ　町公式ホームページ　　
　　　Ｂ　町公式フェイスブック　
　　　Ｃ　町公式ＬＩＮＥ
　　　Ｄ　美郷町テレビ回覧板

ア ン ケ ー ト
議会に関する

皆様の声をお聞かせ下さい

①　満足　　
②　ほぼ満足
③　やや不満足　
④　不満足　
⑤　見ることができない

鳥獣被害対策実施隊の出役回数が

最も多かったのは  月

議会に関するアンケート

ク イ ズ の 答 え

感想等自由記載欄

問

　必要事項（氏名、住所、年齢、クイズの答え、アンケー
ト）を記入のうえ、はがきかメールにてご応募ください。
正解者の中から、抽選で粗品を差し上げます。（若干名、
18歳以下優先枠あり）
　当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。
応募の注意
☆応募専用はがき：85円切手を貼ってください。
☆�官製はがき：アンケートも忘れずにご記入ください。
☆応募はお一人様１通とさせていただきます。
あて先

〒019-1541 美郷町土崎字上野乙170番地10
　　　　　　美郷町議会事務局　議会だより係
議会事務局メールアドレス

 gikai@town.misato.akita.jp
締切日 　令和８年２月28日（当日消印有効）

鳥獣被害対策実施隊の出役回数が

 最も多かったのは 月
○の中だけお答えください

応募方法

ク イ ズ

87号の正解は、「６」億「６」千万円でした

問１  　　　　　

問２  　　　　

問３  　　　　

問４  A　　　　B　　　　C　　　　D　　　
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活 動 記 録

11/25	 議会運営委員会

12/２	 定例会（～11日）
	 全員協議会
	 議会意見交換会

12/５	 教育民生常任委員会
	 総務産業常任委員会

12/11	 議会運営委員会

12/18	 議会広報常任委員会
	 美郷町議会議員研修会

１/７	 議会広報常任委員会

85円切手を
貼って下さい

美郷町土崎字上野乙 170-10
美郷町議会事務局

議会だより係
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きりとり線きりとり線

ふりがな
氏　名 年齢　　　歳

住　所

〒

電話番号
「みさと議会だより」次回 89号は２月 27 日の発行です。

美郷町ホームページ　http://www.town.misato.akita.jp
印刷・製本／株式会社三森印刷

議会定例会　傍聴にお越しください

議員との意見交換会をしてみませんか
　美郷町議会では、町政や町議会に関するテーマで
意見交換会をする団体・自治会・グループ等を随時
募集しています。開催日時や場所は、依頼団体と調
整のうえ決定します。
　みなさんからの申し込みをお待ちしております。

　12月定例会の一般質問には、たくさんの方が傍聴
に来てくださいました。
　次は３月定例会です。詳しい日程は、２月下旬に
お知らせしますので、美郷町テレビ回覧板、町ホー
ムページ、SNS等をご覧ください。

【応募方法】
「議会との意見交換会申込書」に必要事項を記載
のうえ、郵送、FAX、Eメール、議会事務局へお
持ちいただく等いずれかの方法でお申し込み。

※�「申込書」の様式は、美郷町議会のホームペー
ジからダウンロード、または議会事務局までお
問い合わせください。

　12月18日、秋田県立大学・木材高度加工研究所

所長の高田克彦氏をお招きし、「秋田の持続的発展

に向けて－秋田県立大学・木材高度加工研究所の新

たな挑戦－」と題した講演を拝聴しました。

　森の価値変換を通した、自立した豊かさの実現拠

点をメインテーマに、大変貴重なお話をいただきま

した。

　「美郷町・七滝山コース」の整備・活用により、

地域住民の健康増進と観光資源としての利用を図る

ことで、人の往来を増やすための工夫が生まれるの

ではないかという提案がありました。

美郷町議会議員研修
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